
小
林
幸
夫
先
生
を
偲
ん
で

小
林
幸
夫
先
生
を
偲
ん
で

高

野

春

廣

小
林
幸
夫
先
生
が
亡
く
な

っ
た
。

「沖
野
晧

一
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
の
準
備

の
最
中
に
知
ら
せ
が
あ

っ
た
。
東
海
学

園
大
学
人
文
学
部
の
先
輩
、
後
輩
の
相
次
ぐ
卦
報
に
だ
然
自
失
の
態
で
あ

っ
た
。

小
林
先
生
と
は
、
二
人
で
よ
く
飲
ん
だ
。
玄
関
脇
の
事
務
局
の
前
で
待
ち
合
わ

せ
、
校
門
ま
で
の
短
い
時
間

に
、
「
今
日
は
ど
ち
ら
?
右
、
左
?
」
と
会
話
し
、

右
と
言
え
ば
、
地
下
鉄
原
駅
近
く
の
焼
鳥
屋
、
左
と
言
え
ば
、
消
防
署
を
通
り
越

し
て
坂
を
少
し
上

っ
た
と
こ
ろ
の
寿
司
屋
。
い
ず
れ
も
カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
片
隅
で

杯
を
酌
み
交
わ
し
た
の
だ

っ
た
。

「
ビ
ー
ル
ー
杯
に
、
酒
2
合
ま
で
」

「仕
事

(職
場
)
の
話
は
し
な
い
」
と
い

う
の
が
、
二
人
の
決
め
事

で
あ

っ
た
。

「酒
飲
み
の
小
林
」
を
知
る
人
に
は
ホ
ン

ト
か
な
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
京
都
に
家
を
建
て

「単
身
赴
任
状
態
」

に
な

っ
て
か
ら
の
小
林
さ
ん
は
結
構
自
制

し
て
い
ら
し
た
よ
う
だ
。

「辞
め
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
」
と
言

い
、
組
合
の
委
員
長
も
大
学
評
議
員
も

人
文
学
部
長
も
そ
し
て
図
書
館
長
も

一
期

か
二
期

で
自
ら
辞
め
て
し
ま
わ
れ
た
。

い
ず
れ
の
時
も
、
私
が
副
委
員
長

で
あ
り
、
学
部

の
評
議
員
2
人

の
う
ち
の
1
人

で
あ
り
、
副
学
長

で
あ

っ
た
り
し
て
任
期

が
重
な

っ
て
い
た
の
で
、
妙

に
さ
わ
や

か
に
感
じ
て
い
た
。

競
馬
に
例
え
る
の
は
不
謹
慎
か
も
し
れ
な
い
が
、
昨
年

・
二
〇

一
七
年
の
最
終

レ
ー
ス
有
馬
記
念
を
優
勝
、
通
算
二
十
戦
十
二
勝
、
史
上
最
高
の
獲
得
賞
金
を
得

て
、
「
絶
頂
期
」
な
の
に
引
退
を
表
明
し
た
キ
タ
サ
ン
ブ

ラ
ッ
ク
。
馬
主

の
北
島

三
郎
さ
ん
の

「
終
わ
り
と
同
時

に
始
ま
り
だ
」
と
い
う
言
葉
と
、
「辞
め
る
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
」
と
い
う
小
林
先
生
の
言
葉
が
重
な

っ
て
聞
こ
え
る
。

小
林
先
生
か
ら
頂
い
た
著
書
の

一
つ
に

「し
げ
る
言
の
葉
」
と
い
う
絶
妙
な
タ

イ
ト
ル
を
お
付
け
に
な

っ
た
も
の
が
あ
る
。
俳
譜
か
ら
説
話
ま
で
を
傭
騒
し
な
が

ら
、
そ
こ
を
連
ね
る

「遊
び
心
」

・

「韻
律
」

・

「咄
」

・

「雑
談
」
に
関
心
を

寄
せ
た
も
の
だ
。

こ
の
論
考

の
中
で
、
「俳
譜
の
座
」

や

「
茶
の
湯
」

は
、
「咄

の
場
」

で
あ
り

「雑
談
の
場
」
で
あ

っ
た
と
し
て
論
を
進
め
て
い
ら
れ
る
。

生
き
た
言
葉
が
行
き
交
う

「咄
」
や

「雑
談
」
を
重
視
す
る
小
林
先
生

の
姿
勢

に
、
共
感
す
る
と
こ
ろ
大

で
あ

っ
た
。

大
学

の

「共
通
科
目
」

で
、
と
も
に

「
日
本
語
表
現
法
」
を
担
当
し
た
時
期
も

あ
り
、
「対
話
、
雑
談
な
ど
の
言
葉
の
や
り
取
り
こ
そ
が
、
話
者
お
互
い
の
思
考

を
深
め
、
創
造
性
を
豊
か
に
す
る
の
だ
」
な
ど
と
、
語
り
あ

っ
た
こ
と
を
懐
か
し

く
思
い
出
す
。

実

は
、

「
咄

の
場

」

「
雑

談

の
場

」
、

今

流

に
言

え
ば

「
パ
ブ

リ

ッ
ク

ア
ク

セ

ス
」

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
の
広

場

」

「
発

表

・
交

流

の
場

」

な

ど

を

つ
く

り

、

維

持

す

る

こ
と

が

私

の

ラ
イ

フ
ワ

ー
ク

で
あ

る

。

こ

の
う

ち

、

実

行

で
き

て

い
る

の
が

三

つ
。

一
つ
は

、

「
春

・
朗

読

の

一
日
」
。
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二

つ
は
、
「お
茶

の
間
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
。
三

つ
は
、
「東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
」

で
あ
る
。

①

「春

・
朗
読
の

一
日
」
は
、
朗
読
交
流
会
と
で
も
い
う
べ
き
イ
ベ
ン
ト
。
筆

者
の
地
元
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
の

「文
化

の
森
」

で
毎
年
開
き
、
今
年

(二
〇

一

八
年
)
で
、
第
十
八
回
と
な
る
。

朗
読
、
読
み
聞
か
せ
、
語
り
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
声
で
表
現
す
る
こ

と
に
興
味
を
持

つ
人
々
が
、
東
海
地
方
各
地
か
ら
集
ま
り
、
声
を
出
し
合
い
、
聴

き
合
う
と
い
う
も
の
。

提
案
当
初
私
の
頭
を
よ
ぎ

っ
た
の
は
、
昔
の
盆
踊
り
で
あ
る
。
参
加
者
皆
が
輪

に
な

っ
て
踊
る
。
音
頭
取
り

(歌
い
手
)

は
順
に
交
代
す
る
。
た
だ
見
て
い
る
と

い
う
人
も
い
る
が
、
多
く
は
踊
り
か
つ
歌

う
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
も
な
い
し
、
華
々
し
い
発
表
会
で
も
な
い
。
好
き
な
者
が
集
ま

っ

て
、
朗
読
三
昧
の

一
日
を
楽
し
も
う
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
の
軽
い

気
持
ち
か
ら
の
提
案
で
あ

っ
た
が
、
予
想

を
上
回
る
た
く
さ
ん
の
賛
同
者
が
集
ま

り
、
賑
わ

っ
た
。

二
〇
〇

一
年
四
月
二
九
日

・
第

一
回
の
出
演
者
は
九
十
四
人
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
エ

ン
ト
リ
⊥

二
十
二
。
観
覧
者
は
約
三
百
人

で
あ

っ
た
。
昨
年

(二
〇

一
七
年
)
は
、

出
演
者
百
五
十
二
人
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ト
リ
ー
四
十
五
に
増
え
て
い
る
。

舞
台
で
声
を
出
す
の
は
、

一
人
当
た
り
3
分
以
内

(当
初
は
5
分
以
内
)
と
短

い
の
だ
が
、
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
の
準
備

・
練
習
は
相
当
な
も
の
で
、
こ
の
過

程

・
プ

ロ
セ
ス
が
貴
重
だ
。
そ
し
て
、
実
際
に
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
。
聞
き
手
と
直

に
触
れ
合
う
。
様
々
な
朗
読
を
沢
山
聴
く
。
情
報
交
換
の
場
に
も
な
る
。

会
場
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
、
お
互
い
の
発
表
会
を
訪
れ
あ

っ
た

り
、
合
同
の
発
表
会
を
開
い
た
り
と
交
流

の
場
は
広
が

っ
て
い
る
。

今
年
二
〇

一
八
年

の

「第
十
八
回
春

・
朗
読
の

一
日
」
は
、
四
月
二
十
二
日

(日
)

に
開
か
れ
る
。

②

「お
茶
の
間
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
も
筆
者

の
地
元
美
濃
加
茂
市
で
定
期
的
に
開
い

て
い
る
。
(当
初
5
年
間
は
毎
月
、
現
在

は
隔
月
)

小
林
幸
夫
先
生
を
偲
ん
で

喫
茶
店

で
、
お
茶

(
コ
ー
ヒ
ー
か
紅
茶
)
を
飲
み
な
が
ら
、
「話
題
を
持

っ
た

人
」
を
招
き
、
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
質
問
、
感
想

・
意
見
を
述

べ
あ
う

「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
」
の
誰

で
も
参
加
で
き
る
、
市
民

の
自
主
的
な
会
。
会
費
は

そ
の
都
度
払
う
。

一
回
に
つ
き
、
千
円
で
あ
る
。

ど
ん
な
雰
囲
気
か
。

毎
日
新
聞
の
記
事

「
(二
〇
〇
五
年
五
月
二
二
日
朝
刊

・

「ぎ
ふ
漫
遊
」
岐
阜

支
局
長

・
山
本
悟
)
が
う
ま
く
描
写
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
抜
粋
し
て
引
用
す

る
。
「
ス
ー
ツ
姿
の
サ
ラ
ー
リ
ー
マ
ン
に
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
で
決
め
た
、
お
し

ゃ
れ
な
お

じ
さ
ん
。
年
配
の
女
性
の
声
が
、
白
い
内
壁

の
店
内
に
響
く
。

…

自
由
に
意

見
を
言
い
合
う
が
、
決
し
て
相
手
の
主
張
を
遮
ら
な
い
。
暗
黙
の
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
、
時
に
は
真
摯
に
、
ま
た
、
生
き
生
き
し
た
表
情
で
話
す
参
加
者
の
姿
が

印
象
的
だ

っ
た
。

…

1
時
間
の
講
演
後
、
参
加
者
の
中
か
ら
質
問
や
意
見
が

相
次
ぎ
、
終
了
後
も
何
人
か
が
、
講
師
を
囲
ん
だ
。

…

盛
況
な
理
由
に

つ
い

て
、

高

野

学

長

は

『
参

加

し

て
来

る
人

は
、

日

常

生

活

に
追

わ

れ

る
中

で
、

お
茶

で
も

飲

み
な

が

ら
、

ち

ょ

っ
と

だ

け
刺

激

を

受

け

て
、

リ

フ

レ

ッ
シ

ュ
し

た

い
、

と
思
う
の
で
は
な
い
か
』
と
話
し
た
。

…

町
中
の
小
さ
な
講
演
会
。
地
域
文

化
の
渦
の
目
を
、
垣
間
見
た
気
分
に
な

っ
た
。」

現
在
は
会
場
を

「中
山
道
会
館
」
に
移
し
、
会
館
を
運
営
し
て
い
る
N
P
O
法

人
の
協
賛
を
得
て
、
奇
数
月
に
開
催
し
て
い
る
。
雰
囲
気
は
、
先
の
毎
日
新
聞

の

記
事
当
時
と
基
本
的
に
変
わ

っ
て
い
な
い
。

内
容
は
、
講
演
が
多
い
が
、
落
語
、
講
談
、
演
奏
、
歌
な
ど
も
織
り
交
ぜ
、
硬

軟
さ
ま
ざ
ま
。
講
師

・
出
演
者
は
東
海
地
方

に
お
住
ま
い
の
方
を
主
に
し

て
い
る

が
、
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
ん
で
東
京
か
ら
お
出
で
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。

今
年

・
二
〇

一
八
年
三
月

で
、
例
会
は
百
十
七
回
と
な

っ
た
。

③
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
に

つ
い
て
は
、
当
時
本
学
日
本
文
化
学
会
の
代
表

を
な
さ

っ
て
い
た
、
小
林
先
生
の
勧
め
も
あ

っ
て
、
本
誌
第
七
号

(二
〇
〇
七
年
)

に

「『
音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
あ
て
～
』
と
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
」
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小
林
幸
夫
先
生
を
偲
ん
で

と
題
し
て
、
書

い
た
。

『音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め

て
～
』
は
、
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会

の
機
関
誌
で
、
A
5
約

一
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
十
数
本
の
論
文

・
雑
文
と
C
D

(朗
読
)

で
構
成
。

一
冊
千
円
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇

一
一
年
ま
で
、
年
二
回
、
第
十
号

ま
で
発
行
し
た
。

本
誌
第
七
号
か
ら
引
用
す
る
と
、
〈内
容
は
、
「科
学
的
朗
読
法
」、
「共
通
語
の

発
音

・
ア
ク
セ
ン
ト
考
」、
「音
声
表
現

の
基
本

・
プ

ロ
ミ
ネ

ン
ス
」
、
「
"ぜ
ん
ぜ

ん
"
か
ら
考
え
た
」
、
「
日
本
語
で
使
わ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
」
な
ど
の
論
文
論
考
、

「女
優

・
田
中
幸
子
さ
ん
に
聞
く
」
、
「
俳
優

・
藤
城
先
生
に
聞
く
」
な
ど
プ

ロ
の

朗
読
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
「絵
本

に
会
え
て
よ
か

っ
た
」、
「音
訳

に
携
わ

っ

て
」、
「赤
ち
ゃ
ん
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」、
「私
の
音
声
表
現

へ

の
取
り
組
み
」
、
「私
の
朗
読

"無
茶
"
修
行
」
な
ど
の
体
験
談
、
「
か

っ
ぱ
か

っ

ぱ
ら

っ
た
か
い
」
、
「た
の
し
い
朗
読
」、
「
鈴
鹿
麦
わ
ら
帽
子
の
会
」
な
ど
朗
読
サ
ー

ク
ル
の
紹
介
、
「朗
読
本
を
観
る
」
と
い
う
書
評
シ
リ
ー
ズ
、
等
々
硬
軟
取
り
混

ぜ
た
雑
誌
風
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

C
D
付
き
と
い
う
の
が
最
大
の
特
徴
で

す
。

「音
声
表
現
」
な
の
だ
か
ら
声
も
届
け
な
け
れ
ば
、
と

い
う
こ
と

で
毎
号

「
プ

ロ
の
朗
読
」
と

「声
の
テ
キ
ス
ト
」
を
C
D
に
収
録
し
、
冊
子

に
添
付
し
て

い
ま
す
。
C
D
だ
け
で
も
千
円
の
値
打
ち
」
は
十
分
あ
る
と
い
こ
と
も
実
売
数
を

の
ば
し
て
い
る
要
因
の
よ
う
で
す
。〉
(創
刊
号
千
五
百
冊
、
第
二
号
～
十
号
千
冊
)
。

こ
の
機
関
誌
は
、
切
り
の
い
い
第
十
号
を
終
刊
号
と
し
た
。
基
本
的
に
は
編
集

者
の
老
齢
化
に
伴
う
も
の
で
あ

っ
た
が
、
小
林
流
あ
る
い
は
キ
タ
サ
ン
ブ
ラ

ッ
ク

流
に

「勢
い
の
あ
る
う
ち
」
に

「辞
め
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
」
と
い

っ
た
気
分

で
も
あ

っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
秋
に
発
足
し
た
東
海

・
音
声
表
現
研
究
会
は
、
今
な
お
続
い
て
い

る
。
俳
優
の
舟
木
淳
さ
ん
と
私
が
共
同
代
表
。
俳
優
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
i
、
研
究
者
、

教
師
、
主
婦
、
学
生
ら
朗
読

・
ア
ナ
ウ

ン
ス
・
読
み
聞
か
せ

・
語
り

・
講
談
な
ど

「音
声
表
現
」

に
興
味
を
持

っ
て
い
る
人

た
ち
が
、
定
期
的
に
例
会

(月

一
回
ま

た
は
二
か
月
に

一
回
)
を
も
ち
、
順
に
報
告
者

(話
題
提
供
者
)
と
な
り
、
話
し

、合

い
を

し

て

い
る

。

二

〇

〇

七

年

末

ま

で

の
例

会

の

テ

ー

マ
は

、

本

誌

第

七

号

に
掲

載

し

た

の

で
、

そ

の
後

の

テ

ー

マ
を

付

記

す

る

。

81
、

「
子

供

の
音

読

」

82
、

「
柾

木

さ

ん
を

偲

ぶ
」

83
、

「
図

書

館

は
本

を

読

む
だ

け

の

と

こ

ろ

で

は

な

い
」

84
、

「
パ

ワ

フ

ル
な
台

湾

メ

デ

ィ

ア
」

85
、

「
ゼ

ロ
か

ら

の
出

発

」

86
、

「
石

川

恵

深

の
世

界

①

」

87
、

「
石

川
恵

深

の
世

界
②

」

88
、

「
科

学

的

朗

読

法

(舟

木

淳

)

を

め

ぐ

っ
て
」

89
、

「
科

学

的

朗

読

法

の
C

D

を
聴

く

ー
」

&
新

年

会

90
、

「
科

学

的

朗

読

法

の
C

D

を
聴

く

2
」

91
、

「
詩

の
朗

読

」

93
、

「
幼

稚

園

で

の
読

み

聞

か

せ

体

験
」

94
、

「
中

国

語

と

日
本

語

」

95
、

「
『
朗

読

の
理

論

』

『
朗

読

を

あ

な

た

に
』
」

96
、

「
読

み

聞

か

せ

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
」

97
、

「
『
音

声

表

現

・
第

6
号

』

の

C

D
を

聞

き

な

が

ら
」

98
、

「
語

り

、

か

た

り

」

99
、

「
舞

台

朗

読

」

㎜
、

「
音

楽

と

朗

読

の

コ
ラ
ボ

」

血
、

「
私

の
司

会

メ

モ
」

皿
、

「
朗

読

者

の
挑

戦

①

」

鵬
、

「
朗

読

者

の
挑

戦

②

」

鵬
、

「
講

談

は

楽

し

い
①

」

踊
、

「
朗

読

の
せ

り

ふ

と

演

劇

の

セ
リ

フ
」

鵬
、

「
ロ
シ

ア

の
朗

読

」
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「
ゆ
き
お
ん
な
」

「講
談
は
楽
し
い
②
」

「授
業

で
使
え
る
朗
読
講
座
」

「修
善
寺
物
語
に
出
演
し
て
」

「『
読
ん
で
学
べ
る
田
村
躁
の
朗
読
教
室
』
」

「語
り
は
音
楽
」

「
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
極
意
」

「朗
読
C
D

・
岡
本

一
平
」

「
語
感
雑
感
」

「名
古
屋
甚
句
」

「
心
を
ひ
ら
く
言
葉
の
力
」

「
歌
の
チ
カ
ラ
、
言
葉
の
力
」

「
春

・
朗
読
の

一
日
」

「
音
訳
」

「
新
美
南
吉
の
文
学
と
生
涯
」

「
新
美
南
吉
を
朗
読
す
る
」

「
朗
読
論
」

「
口
演

(語
り
と
講
談
)」

「
合
唱
と
朗
読
①
紫
金
草
」

「
合
唱
と
朗
読
②
聴
き
比
べ
」

「
歌
と
言
葉
と
発
声
と
」

「
私
の
朗
読
教
授
法
」

「
科
学
的
朗
読
法

・
総
括
編
」

「暗
唱
」

「み
ん
な
で
群
読
」

「南
吉
童
話
の
語
り
と
朗
読
」

「講
談
は
楽
し
い
④

『稲
葉
小
僧
』
」

「発
声
法
」

小
林
幸
夫
先
生
を
偲
ん
で
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「坪
内
適
遥
と
朗
読
」

「語
り
と
朗
読
は
違
う
か
」

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
尾
崎
紅
葉
」

「話
し
言
葉

の
特
性
を
探
る
」

「伝
え
る
力
を
育

て
る
」

「高
校

『
国
語
表
現
』」

「小
学
校

の
音
読
事
情
」

「声
は
平
和
と
交
流
を
紡
ぐ
」

「
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

「朗
読
と
は
」

「
デ
ジ
タ
ル

・
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
口
語
表
現
」

「講
談
は
楽
し
い
⑤

『三
方

ヶ
原
の
戦
い
』
」

「『
N
H
K
ア
ク
セ
ン
ト
新
辞
曲
ハ』」

「
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
の
現
場
か
ら
」

「展
覧
会
音
声
ガ
イ
ド
聴
き
比
べ
」

「初
め
て
の
歌
舞
伎
出
演
」

「『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
中
国
語
翻
訳
」

「朗
読
漫
画

『花
も
て
語
れ
』
」

「東
百
道
氏
の
朗
読
～
D
V
D
と
理
論
～
」

「東
百
道

・
渡
辺
知
明
朗
読
論
争
」

「
日
本
語
が
壊
れ
る
」

「講
談
は
楽
し
い
⑥

『男
の
友
情
』
」

次
回

・
一
五
七
回
の
例
会
は
、
小
林
先
生
の

一
周
忌
に
近
い
二
〇

一
八
年
四
月

で
あ
る
。

小
林
幸
夫
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
し

つ
つ
、
こ
の
稿
を
終
え
る
。
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